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官・学・病院で地域包括ケア
佐久市のノウハウ、介護に生かす

介護福祉士や介護保険制度が未整備のタイで、自治体と大学、病院が一体となり、在宅の高齢者を見守ろ
うという「町ぐるみ高齢者ケア・包括プロジェクト」が、東部チョンブリ県サンスク町で進められてい
る。地域医療の先進地、長野県佐久市が提携し、そのノウハウを教える試み。現場では、ほとんど手弁当
で高齢者宅を回るヘルスボランティア（ＨＶ）たちが活躍し、タイ国内の他の自治体からも注目されてい
る。

　　

　「いまから、ラーメンを食べに行こう」――。住宅街
の一角にあるドゥアンチャイさん（66歳）宅に、看護師
やＨＶたちが訪れた。束田吉子・佐久大学看護学部教授
ら佐久市から来た訪問団が随行する。
　ドゥアンチャイさんは昨年、脳卒中で半身不随となっ
た。昨年９月、訪問団が初めて訪れた時は、退院３カ月
で寝たきり状態。一緒に暮らす娘は勤めがあり、不在中
は1人で、おむつも換えられず、苦しんでいた。
　しかし、訪問団は「リハビリをすれば良くなる可能性
が高い」と判断。ＨＶにリハビリの仕方を教えた。ＨＶ
たちの訪問介護で、症状は徐々に回復。手すりにつかま

り立ち上がることもできるようになった。「次は何がし
たいか」と聞くと「好物のタイ式ラーメンをもう一度、
食べてみたい」。そこで、この日みなで連れ出すことに
した。
　ドゥアンチャイさんを車椅子に乗せ、自動車に運んで
乗せ、店に着いたらまた車椅子に下ろす。力仕事をこな
すボランティアの協力で、店のテーブルに着いたドゥア
ンチャイさんは、不自由さが残る手で、かみしめるよう
にラーメンを食べた。
　自宅に戻ると、壁に取り付けた鉄棒を握りながら、足
を屈伸させるリハビリを始める。
　訪問団の一員で、鹿教湯病院（長野県上田市）の理学
療法士（ＰＴ）、丸山陽一さんがチェックする。「下肢は
柔軟だが、股関節が硬い」。股関節を伸ばす運動をする
よう、看護師やＨＶに指導した。
　　

　

大学交流から自治体の提携に
　
　このプロジェクトの誕生は、３年前にさかのぼる。も
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ともと佐久大学とサンスク町にある国立ブラパ大学は、
教授同士の人脈がきっかけで2014年に学術交流協定を
結び、佐久大看護学部の学生をブラパ大看護学部に、毎
年10日間の看護実習に派遣していた。内容は、タイの
訪問看護の現場や病院、身寄りのない高齢者向け施設の
訪問など。その指導教官として随行していた束田教授は
「サンスクも日本と同様、寝たきりの人が多い」と感じ
たという。
　適切にリハビリすれば回復が可能な人も、放置される
と一生寝たきりになってしまう。佐久市では、行政と大
学、病院（佐久総合病院、市立国保浅間総合病院）が一
体となり、高齢者に対する地域包括ケア体制を構築して
いる。医師、看護師、理学療法士、歯科衛生士、保健
師、市役所職員など、多くの職種が連携するノウハウ
を、サンスクで生かせないか。国際協力機構（ＪＩＣ
Ａ）の草の根技術協力（地域活性化特別枠）事業に申請
して認められ、16年１月から３年間のプロジェクトがス
タートした。
　プロジェクトでは、サンスク町に町長や警察、大学、
病院、町の看護師やＨＶのリーダーからなる「高齢者保
健医療・介護推進委員会」を設置し、高齢者ケアに関す
る政策を提言する。また、町や病院から派遣される看護
師やＨＶが高齢者を訪問介護する。
　年に数回、佐久から看護師や理学療法士などで構成す
る訪問団が来て、プロジェクトの進行具合をチェックす
る。並行して、看護師やＨＶの地区代表を佐久に呼び、
介護やリハビリの実践指導、食事の栄養知識、口腔ケ
ア、認知症対策となる脳トレーニングなどを研修する。
　これまでの３年間で、町内26地区の代表はすべて研
修を終え、帰国後、学んだ内容を同僚に伝えている。ケ
アの記録を取る習慣もついた。
　ブラパ大学のポンチャイ看護学部長は「地位の高い人
が視察に出て帰国後は何もしないというパターンを避
け、現場の担い手であるＨＶを佐久へ研修に出したこと
が、プロジェクト成功の原因」と指摘する。　

　

タイ進出を計画の企業も参加
　
　プロジェクトには、企業も注目している。日本で介護
施設を運営し、タイへの進出を検討しているエフビー介
護サービス（佐久市）は、プロジェクトの訪問団に加わ
ってサンスクの現場を訪れた。「タイでも１人暮らしの
高齢者が増え、入所施設の需要が高いことが分かった」
（臼田隆洋・海外事業推進部係長）という。
　プロジェクトの第１期は12月に終わる。束田教授ら
は、第２期もＪＩＣＡ事業として継続すべく、申請書を
出した。今後の重点目標について、束田教授は言う。「タ
イではまだ『すべてをやってくれる看護師やＨＶが良い
人』という考え方が強い。高齢者の残存機能を生かした
『待つ介助』『見守る介助』の大切さを、住民に浸透させ
たい」。脳卒中を減らすため、その原因となる生活習慣

病の防止にも取り組みたいと言い、ＪＩＣＡによる採用
を心待ちにしている。
　

「多くの自治体が見学に来る」　
　
　サンスク町のナ
ロンチャイ町長に、
「町ぐるみ高齢者ケ
ア・包括プロジェク
ト」について聞い
た。
　――町が高齢者ケア
に力を入れたきっか
けは？
　
　町長になって仕
事柄、多くの人の葬
式に出るうち、数カ
月前まで元気だっ
た人が糖尿病や脳
卒中、心臓発作な
ど、特定の病気で亡
くなることに気づ
いた。それで、実態
を見ようと高齢者

宅の訪問を始めた。多くの人は貧しく、何の医療も受け
ていなかった。高齢者を健康にする必要があると考え、
役場で対策の協議を始めた。
　――その後の成果は。
　
　市民に対する健康教育が必要だったので、ブラパ大学
に支援を求めた。大学側も、研究の実践にコミュニティ
ーを必要としていた。こうして、コミュニティーと行
政、医学の協力体制ができあがった。　

　――予算などの制約もあると思うが、今後も続けられるか。
　
　続けねばならない。中央政府の理解がもう少し進めば
よいと思うが、私立病院が医師を派遣してくれるなど、
いろいろな組織が協力してくれるようになった。他の自
治体や中央政府から、多くの見学者が来ている。なぜこ
んな小さな町がＪＩＣＡなどの支援を得られるのか、興
味があるようだ。行政、大学、コミュニティーなど多く
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の組織が関わるやり方を、モデルともしたいようだ。町
ではチョンブリ県で初のデイケアセンターを建設中で、
来年７月に完成予定だ。（沢木範久）

＜解説＞
ヘルスボランティア（ＨＶ）　プロジェクトを支える
柱は、タイ語の略称で「オーソーモー」と呼ばれるＨ
Ｖ。公的な介護士制度がないタイで、高齢者のケアの
ほか、子どもの世話から蚊の駆除、狂犬病やデング熱
の予防に関する啓蒙活動など、幅広く引き受ける。日
本の民生委員にあたる存在だ。
サンスクには約300人がＨＶに登録しているが、活動
しているのは15％ほど。１人のＨＶが２～12人の高

齢者を受け持ち、平均して週に１～２度、各人宅を訪
れる。シャワーの世話、血圧や血糖値の測定、おむつ
換え、散髪、リハビリ補助などをする。
報酬は全国一律で月600バーツ（約2,000円）。かつ
ては無給だった。自分のバイクで回るため、ガソリン
代などを考えると、ほとんど手弁当なのに、なぜ参加
するのか。
ＨＶ歴５年のヌーチャナーさん（女性、53歳）は「人
助けが好きで、参加した。人生最後の時を迎えている
人たちを、勇気づけたい」。チャムルンさん（男性、
59歳）は「退職して２年間を無為に過ごした。意義
あることをしたかった」と話した。
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